
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 令和 4 年 1 月 信更地区住民自治協議会 

 

信更地区人権住民集会 ～人権を尊重し合う信更地区市民の集い～ 

 令和 3 年 12 月 4 日（土） 住民自治協議会 教育文化部会 人権教育促進委員会、社会を明るくする

運動推進員会、更生保護女性会 及び 長野市立信更公民館 主催による、『信更地区人権住民集会』を

開催しました。 

 第 1 部では、信更小学校児童 2 名の発表、信更中学校生徒会の発表、信更小学校瀧田校長先生による

「人権教育の取組みについて」の発表、人権啓発標語最優秀賞の表彰式、第 2 部では、“まいさぽ長野

市” 所長土屋ゆかり氏による、『誰も排除しない地域を目指して』～生活困窮者支援の現場から思う事

～ と題した講演会を行い、当日は 58 名もの方々にお越しいただきました。また、本年度人権啓発標語

選出校である、信更中学校の優秀作品 13 点を浄書いただき、会場に掲出しました。最優秀賞の標語に

つきましては、今年度も全戸配布いたしますので、各ご家庭での人権啓発のお役に立てていただけまし

たら、幸いです。今回も多くの方のご協力を得まして、無事に信更地区人権住民集会を開催することが

出来ました。ありがとうございました。 

                  

人権教育啓発標語 

信更中学校より提出いただきました標語の中から、人権教育促進委員の投票において選出

されました 

   

 最優秀作品 

一言で あなたの心に 咲く笑顔           三年 小林 琉聖 

 優秀作品                              

あいさつは みんなをつなぐ いい言葉        二年 大矢 一輝 

忘れないで ひとりひとりが 違うこと        二年 大矢 悠衣  

あいさつは ひとをつなぐ 心だ           二年 西村裕之進  

人間は いろんな色 差別しない           二年 畠山 瑛太 

楽しいな きみとあそべる 毎日が          二年 藤井 飛龍  

その笑顔 誰かの心 救ってる            二年 三澤 桃花   

声かけよう ぜったいだれも 一人にしない      三年 石坂 由奈  

内側に 秘めてる優しさ みつけよう         三年 大久保帆乃郁 

いじめはね 人が傷つく いけないよ         三年 髙沼 琉偉  

耳すまし 聞こえてこない？ 心の声         三年 小林 一樹   

考えて いじめられてる 人達を           三年 小柳 海斗  

みんなでね なかよしの輪を 広げよう        三年 丸山 優莉 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人権同和教育で学んだこと」 

6 年 大 矢 礼 衣 

 

私が人権同和教育で学んだことはどんな人も自分と同じ「心」があるということです。 

この地球では、いろんな所で男女、人種、名前、障害などの差別が多くあります。「私には夢が

ある」では、人種での差別にいついて学びました。アフリカ系アメリカ人で黒人のマーティンさん

は、白人がバスに乗ってきたのに席をゆずらなかったというだけの理由でたいほされました。それ

を知ったアフリカ系アメリカ人のキング牧師は、このような差別をなくして、白人と仲良くすると

いう夢をもち、同じアフリカ系アメリカ人と協力して雨の日も風の日も、寒い日も暑い日も、バス

に乗らないというボイコット運動を一年以上続けました。性格はいいのに見ためだけで判断され

て差別され、さらにボイコット運動でも苦労して、相当辛かったはずです。言葉にはしてないけど、

相当辛かったはずです。この努力のおかげで、今ではアメリカに、差別をゆるさないという法律が

あります。日本にもこのような法律があります。 

しかし、今でも差別やいじめは多くあります。それはきっと、人に好きな食べ物ときらいな食べ

物があるように、好きな人ときらいな人がいるからであり、好きな食べ物ときらいな食べ物の差を

うめられないように、好きな人ときらいな人の差もうめられないからだと思います。でも、それを

行動にしなければ差別やいじめはなくるはずです。だから、男の人も女の人も、どんなはだの色を

した人も言葉にしないだけで自分と同じ「心」があるということを行動にできる人になりたいで

す。 

 

「人権同和教育で学んだこと」 

6 年 石 坂 み ゆ 

 
 私は、人権同和教育で差別について主に二つのことについて学びました。 

一つ目は、キング牧師の「私には夢がある」について学びました。この時、白人と黒人で区別されている

時代でした。私たちはまずはじめに、キング牧師の夢について考えました。『暴力を使わない。』『だれとで

も仲良くできる。』『人としての在り方で評価される。』などといった夢だと考えました。次に、自分たちは

どのような行動などをしていけばよいか考えました。私は、『場所やはだの色など関係なく仲良くする。』と

考えました。もし、このようなことがあった場合キング牧師の「私には夢がある」を思いだしたいです。 

二つ目は、ちがいについて学びました。例をもとに、「あってもいいちがい」「あってはいけないちがい」

「どちらもいえない」を〇×△でわけました。私は、何かやるこの決め事について、ちがいがはっきりせず、

みんなの意見でなっとくしました。次に「あってはいけないちがい」をなくすために、なにをすればよいか

考えました。「生まれながらの個性をばかにせず、人の個性を尊重しあう。」「差別的なことをしない。」この

ことだけでも少しは、「あってはいけないちがい」がなくなると私は思います。 

私は、人権同和教育で学んだことをいかし、だれとでも仲良くし、人の個性を尊重して、差別をなくして

いきたいです。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「いじめをしない、許さない学校作り」 

 
第 1回人権生徒集会 

・生徒会長の話 

・DVD「聲の形」前半視聴 

・意見交換 

・学校生活に関するアンケート記入 

第 2回人権生徒集会 

・アンケート結果の発表・意見交換 

・DVD後半視聴・意見交換 

第３回人権生徒集会 

・ロールプレイ・意見交換 

・信更中学校人権宣言 

・私たちが目指す信更中学校 

３年 石坂由奈 小林琉聖 

わたしたちが目指す学校 

目指す学校にするために、すべきこと 



 

 

 

 

 

  

「信更中学校人権宣言」 

前文 

信更中学校生徒会では平成 21年 6月に人権生徒集会を開き、いじめについて学びました。 

人権生徒集会や、全校でおこなったいじめについてのアンケート結果から、この中学校にも、

いじめで苦しんでいる人がいるという事がわかりました。そして、いじめをなくすためにはたく

さんの「勇気」が必要だということもわかりました。 

いじめをしてしまっている人は、いじめをやめる勇気。いじめを受けた人や、周りで見ている

人は、いじめをしている人に「やめろよ」、という勇気。 

しかし、わかっていてもなかなか勇気が出せないということもアンケートからわかりました。 

そこでいじめをしない、いじめを許さない、そんな信更中学校にするために、「信更中学校人

権宣言」を採択し、全校生徒で、勇気を出して、いじめをなくしていくことを約束します。 

 

第一条 

信更中学校生徒は、一人一人の違いを認め合い、いじめや仲間はずし、言葉の暴力を許さ

ず、互いの人権を尊重し合います。 

第二条 

  信更中学校生徒は、いじめを見たら絶対見すごしたり、見て見ぬふりをしたりせず、勇気を出

して注意します。 

第三条 

  信更中学校生徒は、いじめを受けた場合には、ゆうきを出して友達や先生、家族などに相談し

ます。 

第四条 

  信更中学校生徒は、人権を無視する行為が起きた場合には、全校の生徒や先生方お力を合わ

せて問題を解決します。 

第五条 

  信更中学校生徒はいつも周りにいてくれる友だち、先生方、家族などへの感謝の気持ちを忘

れず、互いに尊重し合います。 

第六条 

  この宣言に基づいて毎年６月に自分達の生活を振り返り、いじめをしない、させない、許さな

い信更中学校にしていきます。 

   平成２１年１２月１８日  長野市立信更中学校生徒会 
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